
市 長 記 者 会 見

令和３年11月22日



案 件

１ 令和４年度行政組織改正等について



１ 感染症対策のさらなる体制強化【感染症対策監の新設】

1

▶ 新型コロナウイルス感染症への対応については、保健福祉部長が感染症対策の様々な取組みを
統括する役割を担い、全庁的な体制で対応を図っているが、より迅速で的確な対応を図るための
体制強化の観点から、保健福祉部の所掌事務のうち感染症対策に特化し、その統括を担う専任の
「感染症対策監」（部長職）を新設

○ 行政組織上の位置づけ

【改正趣旨】
１ 新型コロナウイルスなどの感染症対策のさらなる体制強化
２ ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた観光・文化・スポーツ施策の推進を図るための体制の構築など

介 護 保 険 課

保 健 福 祉 部 保 健 福 祉 課

感 染 症 対 策 監
障 が い 福 祉 課

健康づくり推進課 健康づくり推進課

地 域 医 療 課 地 域 医 療 課

保 健 福 祉 セ ン タ ー

保 健 所

地域包括ケア推進課 地域包括ケア推進課

介 護 保 険 課

各 地 区 各 地 区

保 健 所

障 が い 福 祉 課

保 健 福 祉 セ ン タ ー

保 健 福 祉 部 保 健 福 祉 課

改　正　前 改　正　後
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【感染症対策監の主な役割】
・新型インフルエンザ等対策本部事務局長として対策本部を統括
・各種団体等との感染状況に応じた医療体制や検査体制等の調整
・ワクチン接種体制の調整
・まん延防止等に係る関係部署との連携

○ 市新型インフルエンザ等対策本部体制の強化

広 報 広 聴 課 長
【活動支援担当】

総 務 課 長
【活動支援担当】

広 報 広 聴 課 長

総 務 課 長

危 機 管 理 課 長
【広報担当】

危 機 管 理 課 長

保 健 福 祉部 次長

保 健 所 次 長
【総括担当】

【広報担当】

保 健 所 次 長

保 健 福 祉部 次長

【保健医療対策担当】

【総括担当】

【まん延防止対策担当】

【保健医療対策担当】

地 域 医 療 課 長

病 院 事 業 管 理
危 機 管 理 部 長

病 院 事 業 管 理

【まん延防止対策担当】

地 域 医 療 課 長

保 健 所 長

【参与】

各 部 等 の 長
【次長】

各 部 等 の 長

代 表 監 査 委 員

教 育 長

危 機 管 理 部 長

【次長】

代 表 監 査 委 員

感 染 症 対 策 監
（本部員） （本部員）

水 道 事 業 管 理
保 健 所 長

水 道 事 業 管 理

保 健 福 祉 部 長

保 健 福 祉 部 長
教 育 長

【参与】

副市長(副本部長) 副市長(副本部長) (対策本部事務局)

【局長】

(対策本部事務局)

【局長】

改　正　前 改　正　後

市長（本部長） 市長（本部長）



２ 観光文化スポーツ部の新設（文化スポーツ室と観光交流室の統合）

3

▶ 新型コロナウイルス感染症の影響により、まちの活力低下が懸念されている中、文化、スポーツ分野の
相互連携をより強固なものとし、 コロナ禍収束後におけるインバウンドも含めた交流人口の拡大や地
域の活性化を積極的に推進する体制の充実・強化を図るため、文化スポーツ室と観光交流室を統合し
「観光文化スポーツ部」を新設
▶ 観光文化スポーツ部の新設に伴い「特定政策推進監」は廃止

都 市 建 設 部 都 市 建 設 部

農 林 水 産 部 農 林 水 産 部
産 業 振 興 部 産 業 振 興 部

観光文化スポーツ部
土 木 部 土 木 部

生 活 環 境 部 生 活 環 境 部
保 健 福 祉 部 保 健 福 祉 部
こ ど も み ら い 部 こ ど も み ら い 部

文 化 ス ポ ー ツ 室

特 定 政 策 推 進 監 ( 廃 止 ) 

観 光 交 流 室
市 民 協 働 部 市 民 協 働 部

危 機 管 理 部 危 機 管 理 部
総 務 部 総 務 部
財 政 部 財 政 部

改　正　前 改　正　後

市 長 市 長

副 市 長 総 合 政 策 部 副 市 長 総 合 政 策 部



３ 観光振興課、文化交流課、文化財課の新設
東京オリンピック・パラリンピック担当の廃止
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▶ 観光交流課と観光事業課を統合し、「観光振興課」を新設
▶ 都市交流事業と文化振興業務を一元化し、「文化交流課」を新設
▶ 文化財に係る業務の推進体制の強化を図るため、「文化財課」を新設
▶ 「東京オリンピック・パラリンピック担当」を廃止

文 化 ス ポ ー ツ 室 観光文化スポーツ部

改　正　前 改　正　後

観 光 交 流 室

観 光 振 興 課 観 光 企 画 係

観 光 交 流 課 観 光 企 画 係

都 市 交 流 係

文 化 振 興 係文 化 交 流 課

観 光 施 設 係

観 光 事 業 課 観 光 事 業 係

ス ポ ー ツ 施 設 係

いわき芸術文化交流館 いわき芸術文化交流館

東京オリンピック・

パラリンピック担当

ス ポ ー ツ 交 流 係

文 化 財 係

( 担 当 課 長 ) ( 廃 止 )

ス ポ ー ツ 振 興 課

ス ポ ー ツ 交 流 係

ス ポ ー ツ 施 設 係

ス ポ ー ツ 振 興 係

都 市 交 流 係

ス ポ ー ツ 振 興 課 ス ポ ー ツ 振 興 係

観 光 事 業 係

観 光 施 設 係

文 化 振 興 課

文 化 財 課

文 化 振 興 係



案 件

２ いわき市新型コロナウイルスワクチン３回目接種実施方針

について



いわき市のワクチン接種状況【12歳以上】
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85.4%

73.5%

73.1%

75.8%

83.0%

88.1%

89.2%

94.1%

87.8%

80.0%

77.6%

79.5%

85.0%

89.6%

90.2%

95.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

対象者全体

12-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65歳以上

1回目接種率

2回目接種率

（11/14現在 VRS登録数から集計）

1２歳以上人口 289,774人（R3.1.1現在）

11/14現在 １回目 ２回目

全 国 84.9％ 82.0％

福 島 県 88.4％ 84.2％

いわき市 87.8％ 85.4％



いわき市のワクチン接種状況【18歳以上（３回目接種対象者）】

２

２回接種済

86.2 ％

接種済
235,098人

未接種
37,754人

86.2%

73.8%

73.1%

75.8%

83.0%

88.1%

89.2%

94.1%

対象者全体

18-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-64歳

65歳以上

（11/14現在 VRS登録数から集計）

3回目接種に向けた体制の構築

18歳以上人口 272,852人（R3.1.1現在）



３回目接種対象者

３

ワクチン２回目の接種終了後、概ね８か月以上経過した方で、市内での

３回目の接種を希望する18歳以上の方 約23万5千人

使用するワクチン

2回目のワクチンの種類 ３回目のワクチンの種類

ファイザー社製

ｍRNAワクチンを使用する。
現在、薬事承認されているのはファイザー社製のみ。

武田/モデルナ社製

アストラゼネカ社製

今後、 ｍRNAワクチンである武田/モデルナ社製のワクチンが薬事承認された場合、その決定を踏まえ

対応を見直す。



円滑な３回目接種に向けて

４

コールセンターの拡充

・オペレーターの人数を増やし、円滑な予約受付体制を整備する。
現 行（最大値）40人、 処理件数 2千件/日
拡充後（最大値）80人、 処理件数 4千件/日
・コールセンターの混雑予想等を随時ホームページに公開する。

高齢者予約サポート
センターの開設

・市内13地区に各１か所予約サポートセンターを開設し、インターネット
予約代行サービスを実施する。
開設時期：１月17日（月）～
開設場所：支所・公民館（13か所）

接種時期に応じた
接種券の発送

・２回目接種後、概ね８か月経過した方へ順次接種券を発送することで、
予約の際のコールセンターの混雑緩和を図る。

スポット型集団接種
会場の拡充

・医療機関の少ない中山間地域へ接種会場を設置することで、身近に
接種できる環境を整備する。
対象地区：久之浜・大久、川前、小川、三和、遠野、田人（６地区）



３回目接種の対象者・時期

５

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

医療従事者 一般

令和３年3-4月中旬 4月下旬-5月中旬 5月下旬-6月中旬 6月下旬-7月中旬 7月下旬-8月中旬 8月下旬-9月中旬 9月下旬-11月上旬

令和３年12月 令和４年1月 2月 3月 4月 5月 6月-7月

約2,300人 約8,１00人 約26,６00人 約47,７00人 約42,700人 約34,600人 約73,100人

2回目接種時期

3回目接種月

医療従事者・高齢者施設入所者

65歳以上

64歳以下

【市民】

1/16から
接種開始

【医療従事者】

12/1から
接種開始

約13,700人/週 約14,300人/週



接種券一体型予診票及び接種済証

６

予診票に接種券が
印字されている。

１、２回目の接種記録が印字されている。

接種したワクチンの
ロット番号シールを
貼付する。



接種体制（住民接種）

７

接種体制 接種場所 開始時期 接種人数 主な役割

個
別
接
種

個別接種 病院・診療所
（約130医療機関）

１月31日（月） 約13,000回/週
・かかりつけ患者への対応
・平日接種を希望する方へ
の対応

大規模個別接種 いわきゆったり館 1月16日（日） 土曜日または
日曜日に、１日
当たり数百人
接種する

・かかりつけ医のいない方
への対応
・週末接種を希望する方へ
の対応

集
団
接
種

常設型集団接種 調整中 ５月頃から

スポット型集団接種
久之浜・大久、川前、小川、
三和、遠野、田人
（６地区）

３月頃から 約120人/日
・医療機関の少ない中山間
地域への対応

接種体制（医療従事者）
医療従事者の接種は、原則、２回目と同じ接種場所とする。接種開始は、12月１日（水）から接種できるよう

体制を整備する。



３回目接種のスケジュールと体制

2回目接種時期 令和３年３～４月
4月下旬-
5月中旬

5月下旬-
6月中旬

6月下旬-
7月中旬

7月下旬-
8月中旬

8月下旬-
9月中旬

9月下旬-
10月中旬

10月下旬-
11月中旬

3回目接種月
（8か月後）

令和３年12月 令和４年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

接種対象者
【約235,100人】

約2,300人 約8,100人 約26,６00人 約47,７00人 約42,700人 約34,600人 約4７,200人 約2５,900人

接種券発送 11/22～

予約方法

対
象
者

医療従事者・
高齢者施設入所者

一般（65歳以上）

一般（64歳以下）

医
療
機
関

個別接種
（約130医療機関）

大規模接種
（1会場）

集団接種
（1会場）

スポット接種
（中山間地域）

接種券が届き次第、インターネットまたは電話予約にて受付

２回目接種から概ね８か月経過後に発送

接種対象者数に合わせて順次拡大

８



その他接種に関する事項

９

住所地外接種者への対応
（接種実績：約１万人）

原発避難者は、2回目同様に避難元自治体が発行する「住所地外接種届出済証」を

持参することで、市民と同様に接種が可能となる。

その他の市外に住民票を有する方は、２回目同様に本市に「住所地外接種届出」を提

出し、「住所地外接種届出済証」が交付された後、市民と同様に接種が可能となる。

１、２回目接種者への対応

新たに接種対象となる12歳の方（約200人/月）等への対応として、現在１、２回目

接種を実施している医療機関で引続き実施する。

※ ５歳～11歳まで接種対象者が拡大された場合、その決定を踏まえ接種体制を

見直す。

職域接種
２回目接種を実施した企業・大学等のうち、３回目接種の実施を希望する企業・

大学等で来年３月から開始予定。

職域接種を実施する医療機関に対しては、必要に応じて支援する。



新型コロナウイルスワクチンに関するアンケート結果（概要版）

１ 目的
新型コロナウイルスワクチンは、新型コロナウイルス感染症の発症を予防する高い効果があり、
また、重症化を予防する効果が期待されている。
このことから、本市では市民の皆様の健康を守るため、更なる接種率の向上を目指し、ワクチン
接種に関するアンケートを実施したもの。

２ 対象者
１０月１５日現在で、１回目のワクチンを接種していない１２歳以上の市民
約３万世帯（29,312世帯）に接種勧奨兼アンケート依頼ハガキ送付

３ 回答方法
インターネット（２４時間受付）

４ アンケート実施期間
令和３年１０月２０日（水）から１１月３日（水）までの１５日間

５ アンケート回答数 １，６１５件

10



【クロス分析】問１年齢 × 問２性別 × 問６接種の意向
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男性は各年代ともに（おそらく）接種すると回答した方が半数を占めたが、女性は10代、20代は（おそらく）接種す
ると回答した方が半数を占めているものの、年齢が高くなるにつれ接種を希望しない方の比率が高い。
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高校生

専門学生・短大生・高専生

大学生

無職

その他

接種する おそらく接種する おそらく接種しない 接種しない 分からない

(n=749)

(n=105)

(n=58)

(n=67)

(n=120)

(n=75)

(n=43)

(n=26)

(n=231)

(n=95)

(n=12)

(n=34)

会社員、公務員、学生等の集団生活を伴う職業の方の方が（おそらく）接種すると回答する比率が高く、専業主婦
（夫）や無職の方は接種の意向が低い傾向にある。

【クロス分析】問４職業 × 問６接種の意向
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29%
76

39%
141

47%
172

53%
179

62%
120

66%
62

12%
32

12%
45

10%
38

9%
30

8%
15

10%
9

21%
54

14%
50

17%
63

14%
46

10%
19

15%
14

21%
54

20%
74

15%
53

12%
39

8%
16

6%
6

17%
45

15%
55

11%
39

13%
42

12%
24

3%
3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人（単身）

２人

３人

４人

５人

６人以上

接種する おそらく接種する おそらく接種しない 接種しない 分からない

(n=365)

(n=365)

(n=336)

(n=194)

(n= 94)

(n=261)

世帯人数が多いほど、（おそらく）接種すると回答する比率が高い。

【クロス分析】問５世帯の人数 × 問６接種の意向
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（問６接種の意向で「おそらく接種しない」・「接種しない」・「分からない」と答えた方のみ （回答数：696） 複数回答可

49% 340

35% 244

32% 223

5% 33

8% 54

29% 199

3% 19

10% 73

6% 44

2% 11

3% 18

29% 201

0 50 100 150 200 250 300 350 400

ワクチンの副反応が心配だから

長期的な健康被害が心配だから

ワクチンの情報や効果に疑問があるから

感染しても重症化しないと思うから

周囲の接種状況をみて決めたいから

アレルギーなど、体質上の理由があるから

病気などで入院や入所しているから

仕事や学校などで休めない、時間が取れないから

予約など手続きが面倒だから

交通手段がないから

付き添いや介助してくれる人がいないから

その他上記以外

（おそらく）接種しない、接種するかどうか分からないと回答した方の接種しない理由として最も高いのは「副反応
が心配だから」で、また、各年代ともに「ワクチンの情報や効果に疑問があるから」と回答する率が高い。

問７ 接種していない理由 ％は回答数696件に対する比率

（その他上記以外）主な理由
・ファイザー社ワクチンを希望していたが、
モデルナ社ワクチンに切り替わってしまったから
・かかりつけの病院でのワクチン接種が終わってしまったから
・国産のワクチンを希望しているから など
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44% 303

24% 168

13% 88

1% 10

2% 15

8% 53

8% 54

19% 129

0 50 100 150 200 250 300 350

特にない、支援は必要ない

副反応や基礎疾患に関する具体的な情報提供や相談受付

ワクチンの効果や接種率に関する具体的な情報提供

交通手段の確保

付き添いや介助の確保

身近な接種場所の確保

都合のつきやすい接種時間帯の設定

その他上記以外

（おそらく）接種しない、接種するか分からないと回答した方共に希望する支援策として最も高いのは「副反応や基礎
疾患に関する具体的な情報提供や相談受付」で、次に希望する支援策は「ワクチンの効果や接種率に関する具体的な
情報提供」であった。
なお、接種会場までの交通手段の確保や付き添いや介助といった支援を希望する方は非常に少なかった。
【総 括】
上記から、接種促進に寄与する支援策としては、ワクチンに関する正確な情報の発信、また、ワクチン接種を悩んで
いる方への個別支援策である現行の未接種者相談窓口の延長と判断する。

％は回答数696件に対する比率問８ 希望する支援策

（問６接種の意向で「おそらく接種しない」・「接種しない」・「分からない」と答えた方のみ （回答数：696） 複数回答可

（その他上記以外）主な理由
・ファイザー社ワクチンの接種再開
・明確な補償制度や休業補償
・副反応時における子ども等の預け先 など
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案 件

３ 市内公園における民間活力導入に向けたサウンディング型

市場調査の実施について



調査の目的

１

「第二次いわき市緑の基本計画（令和３年３月策定）」

公園の魅力や施設機能のさらなる向上
を図るため、民間活力を活用した市内
公園の再整備や管理・運営を推進。

民間事業者の皆様との「対話」を通じて、公園の魅力や施設機能の向上、
さらには市の施設管理費の縮減につながる事業アイデアやノウハウなど
を幅広く御提案いただくとともに、事業の実現に向けた課題や市場性の
有無等を把握することにより、今後の公民連携による取り組みに活かす。



公募設置管理制度（Park-PFI）

カフェ等の収益施設の設置と、周辺の園路や広場等、一般
の公園利用者が利用できる部分の整備・改修等を一体的に
行う者を、公募により選定するもの。

民間活力による公園の利活用

2

民間活力の導入については、指定管理者制度等に加え、平成29年の都市公園法改正によ
り『公募設置管理制度（Park-PFI）』等が創設され、民間の資金やノウハウを活用した公
園施設の整備・運営が推進されている。

【Park-PFIのイメージ】

【事 例】

勝山公園（北九州市）
民間事業者がカフェを設置

新宿中央公園 （東京都新宿区）
民間事業者がレストラン・カフェ・
フィットネスクラブを設置



調査対象の公園

3

今回のサウンディングは、次の視点から選定した８公園を基本に実施します。

【選定の視点】
○ 新たな公園施設の整備に対して、ある程度柔軟な対応ができる規模の公園
○ スポーツやレジャー、文化的な側面などにおいて特色を有する公園
○ 駅に比較的近く近隣で再開発事業が進められているなど、周辺と合わせた
公園の新たな活用により、まちの賑わい創出につながる可能性がある公園

公園名 所在地 面積（ha）

⑴ 21世紀の森公園 常磐水野谷町竜ケ沢308 63.30

⑵ 三崎公園 小名浜下神白字大作33 59.60

⑶ 勿来の関公園 勿来町関田字長沢 地内 24.70

⑷ 御幸山公園 常磐湯本町天王崎121-2 10.00

⑸ 松ヶ岡公園 平字薬王寺台3 3.60

⑹ 豊間公園 平豊間字大作72 8.20

⑺ 平中央公園 平字三崎1 1.50

⑻ 丸山公園 常磐藤原町湯ノ岳3 10.12

※８公園以外の市が所管する公園についても提案があれば受け付けをします。



サウンディングの参加対象者

４

主体的に事業を実施する意向のある法人格を持つ民間事業者
（NPO法人その他の団体を含む。）、またはそのグループ（業
種・業態は不問）

※ 個人での参加は不可。
※ 地方自治法施行令の規定による入札参加制限を受けている者や
法人税等の税金を滞納している者なども参加対象者として認めませ

ん。



サウンディングの項目

５

⑴ 新たな公園施設を設置運営する提案

⑵ 既存の公園施設を活用した魅力・機能向上につながる提案

⑶ 公園の特性を活かしたイベントやプログラム等の提案

⑷ ネーミングライツの導入に関する提案

⑸ 公園全体の魅力や機能の向上につながる総合的な提案

⑹ その他 （公募する際に事業者が参加し易くする方法や事業実施にあたり配慮すべき事項など）



サウンディングのスケジュール

６

参加申込書の提出 令和３年11月26日（金）から令和4年１月７日（金）

事前説明会への参加申込書
の提出

令和３年11月26日（金）から12月10日（金）

実施要領の配布 令和３年11月26日（金）から

事前説明会（オンライン形式） 令和３年12月17日（金）・12月20日（月）

質問書の提出 令和３年11月26日（金）から12月28日（火）

提案書の提出 令和３年11月26日（金）から令和4年１月14日（金）

個別対話（オンライン形式） 令和４年１月21日（金）から１月31日（月）（予定）

実施結果の公表 令和４年２月中（予定）



実施要領の配布について

７

実施要領は、受付窓口（公園緑地課）で配布するほか、市ホーム
ページからのダウンロードにより入手可能です。

事前説明会・個別対話の参加方法

 事前説明会及び個別対話は、オンライン形式により実施しま
す。

 希望者は、参加申込書に必要事項を記入し、公園緑地課の電
子メールアドレスに送信してください。


